


は じ め に 

共用設備基盤センター長 末吉 邦 

共用設備基盤センターは、本学が第三期中期目標に掲げる「研究の質を向上させるとともに、

社会からの要請等に柔軟に対応できる研究支援体制を構築する。」の実現に向けて、教育研究支

援体制及び放射線安全管理体制を効率的に充実させ研究者の利便性を向上することを目的とし

て、平成 28 年度にアイソトープ総合センター、旭町地区放射性同位元素共同利用施設、自然科

学系附置 RI センター及び機器分析センターを統合して設立されました。同センターでは、研究

設備マスタープランを立案し設備・機器等の共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性

同位元素等を利用した教育研究を推進するための全学的な中心機関として、施設・設備の管理や

教育研究等の業務連携を進め、大学の機能強化に資する役割を担っています。 

 平成 30 年度に採択された、新しい研究設備・機器共用システムの構築を目的とした文部科学

省先端研究基盤共用促進事業「新たな共用システム導入支援プログラム」においては、本センタ

ーは統括部局として、部局間の枠組みを越えて組織された 3 つの研究組織（オミックス共用ユニ

ット、マテリアルサイエンス共用ユニット、ケミカルバイオロジー共用ユニット）とともに、学

内はもとより、学外研究機関、企業ユーザーからの共同利用のための共用システム構築を行うな

ど、設備共用の基盤を築いてまいりました。さらに、研究活動推進を目的として、本学の両キャ

ンパスに大型設備の集約拠点（五十嵐ラボ、旭町ラボ）を整備し、汎用性の高い研究設備を移設・

集約することで、主要な全学共用設備の集約管理体制の構築を進めているところです。 

また、本センターの業務を持続可能にするために、施設・設備を維持し、独自分析技術を開発

できる技術職員および放射線取扱施設の維持や放射線の安全取扱に必要な管理技術を有する技

術職員の育成を進めるとともに、基盤的研究だけでなく、地域の研究機関・企業等との国内共同

研究、さらには国際共同研究を視野に入れた連携・融合研究を支援したいと考えています。本セ

ンターの設立を契機として、安全かつ安心な設備共用によって本学の研究が活性化することを期

待しています。 
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Ⅰ センターの概要 

１．理念と目標

新潟大学共用設備基盤センターは、本学における研究設備のマスタープランを立案し、設備・機器

等の共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教

育研究等を推進することを目的とする。具体的には以下の業務を遂行することで、本学の研究を支援

する役割を担う。 

(1) センターの利用者の交流と共同研究の促進に関すること。

(2) 設備マスタープランの立案に関すること。

(3) 設備・機器の学内外に対する共用化促進及び管理・運営体制の支援に関すること。

(4) センターの施設・設備の管理及び運用に関すること。

(5) 分析機器の安全利用及びその教育訓練に関すること。

(6) 放射性同位元素利用の安全管理に関すること。

(7) 放射線業務従事者の教育訓練に関すること。

(8) 放射線安全管理についての情報の収集に関すること。

(9) 学内放射線取扱施設への指導助言に関すること。

(10) 計測・分析技術及び放射性同位元素等の研究開発並びにこれらの情報の収集及び提供に

関すること。

(11) センター所属の技術職員の育成に関すること。

２．設立の経緯 

第 5 期科学技術基本計画（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）には「国は、大学及び公的研究機関の研

究施設・設備について、計画的な更新や整備を進めるとともに、更新・整備された施設・設備につい

ては各機関に共用取組の実施を促しつつ、その運転時間や利用体制を確保するための適切な支援を行

う」ことが述べられ、文部科学省は大学に対してより有効な設備共用の仕組みづくりを奨励している。

このような設備の共用化の流れの中で、本学においても「設備マスタープラン」を策定し計画的な設

備整備を試みてきたが、学内に分散する研究設備、教育設備の全学共用の一層の推進と学外共用を展

開するためには、全学にある共用可能な設備等の調査とデータベース構築、設備の共同利用システム

の策定と運用、さらには将来設計を策定できる組織の整備が急務となった。全学共用設備の運営を行

ってきた機器分析センターは、これまで拠点スペースをもたないまま大型機器の分散管理をしてきた。

また、大学の各部局に分散して設置された大型分析装置は、教員の個別管理に任されているものが多

く、その存在は学内に広く周知されていないため、共用されていない事例も多かった。 

放射性同位元素（RI）利用技術の開発による先端研究での用途の多様化が進む一方で、大学等にお

ける RI 利用の減少と管理施設の老朽化のため、各大学の非密封 RI 使用施設は廃止される傾向が続い

ている現状を踏まえ、日本学術会議では「RI に関する全国規模でのネットワーク研究・教育拠点化構

想の重要性」が提言された（平成 29 年 9 月 6 日）。本学の旭町地区 RI 共同利用施設においても、利

用者数が減少と技術職員不足が重なり施設の安全管理が困難な状況になった。RI 利用施設の運用方法

の刷新を早急に進める必要があった。 

ついては、研究推進機構の三施設（アイソトープ総合センター、旭町地区 RI 共同利用施設、機器

分析センター）を統合することにより、研究支援体制を整理することとなった。また、統合した新組

織において刷新する設備マスタープランの下で設備・機器等の共用化を促進するとともに、大型分析
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機器や RI 等を利用する施設・設備の管理や教育研究等の業務連携を進めることで本学の機能強化を

図ることになった。そこで、平成 29 年 2 月 1 日に共用設備基盤センターを設立した。さらには、五

十嵐地区の放射線安全管理を主導してきた自然科学系附置 RI センターとの協議を重ねた結果、平成

29 年 10 月 1 日に自然科学系附置 RI センターを共用設備基盤センターに統合することで、全学的 RI

施設連携が強化され安定的一元的管理体制が構築された。 

３．組 織 
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４．委員会 

各種委員会の紹介 

○共用設備基盤センター運営委員会

新潟大学における設備マスタープランを立案し，設備・機器等の共用化を促進するとともに，大型

分析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教育研究等を推進する共用設備基盤セン

ターの運営に関する重要事項を審議するもの。

○研究設備全学共用化推進専門委員会

研究設備の共用を推進するため，本学の各部局の研究設備の専門家で構成した専門事項を調査審議

させるための専門委員会。 

○先端共用委員会

文部科学省の先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）に採択された

各共用ユニットにオンライン予約システムや利用料金算定基準など管理・運用に関するノウハウの提

供や各ユニット間の情報共有や他大学・県内企業等への水平展開等の施策の検討を行うための専門委

員会。 

○共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設

放射性同位元素管理委員会

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設における放射線障害

予防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 

○共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設

放射性同位元素管理委員会

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設における放射線障

害予防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 
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各種委員の名簿（令和 2 年 3 月 31 日現在） 

○ 共用設備基盤センター運営委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 センター長 教 授 末吉 邦 

第２号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第３号 共用設備基盤センター専任教員 

准教授 古川 貢 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第４号 人文社会・教育科学系(教育学部) 准教授 五十嵐 智志 

第５号 

自然科学系（理学部） 准教授 後藤 真一 

自然科学系（工学部） 教 授 児玉 竜也 

自然科学系（農学部） 教 授 伊藤 紀美子 

第６号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 竹林 浩秀 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 早川 岳英 

医歯学系（歯学部） 教 授 佐伯 万騎男 

第７号 
脳研究所 教 授 池内 健 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 

第８号 医歯学総合病院 教 授 南野 徹 

第９号 
保健管理・環境安全本部 

環境安全推進室長 
教 授 木村 勇雄 

第１０号 
保健管理・環境安全本部 

保健管理センター所長 
教 授 鈴木 芳樹 

第１１号 
その他センター長が 

必要と認めた者 
特任専門職員 横山 裕子 
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○ 研究設備全学共用化推進専門委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

設備戦略企画室 特任専門職員 横山 裕子 

第２号 機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

第３号 
共用設備基盤センター 

専任教員（機器分析部門担当） 
准教授 古川 貢 

第４号 

自然科学系（理学部） 准教授 高橋 俊郎 

自然科学系（工学部） 教 授 山田 寛喜 

自然科学系（農学部） 教 授 伊藤 紀美子 

第５号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 松本 壮吉 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 早川 岳英 

医歯学系（歯学部） 教 授 佐伯 万騎男 

第６号 

脳研究所 准教授 宮下 哲典 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 
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○ 先端共用委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

設備戦略企画室 特任専門職員 横山 裕子 

第２号 

オミックス共用ユニット長
（脳研究所）

教 授 池内 健 

マテリアルサイエンス共用ユニット長

（自然科学系（理学部）） 
教 授 小西 博巳 

ケミカルバイオロジー共用ユニット長

（自然科学系（農学部）） 
教 授 伊藤 紀美子 

第３号 

オミックス共用ユニット
（脳研究所）

准教授 宮下 哲典 

オミックス共用ユニット
（脳研究所）

特任助教 原 範和 

オミックス共用ユニット
（医歯学系（院医歯（医）））

教 授 竹林 浩秀 

オミックス共用ユニット
（医歯学系（院医歯（医）））

教 授 松本 壮吉 

オミックス共用ユニット
（医歯学系（院医歯（医）））

特任助手 小林 大記 

マテリアルサイエンス共用ユニット

（自然科学系（理学部）） 
教 授 梅林 泰宏 

マテリアルサイエンス共用ユニット

（自然科学系） 
特任専門職員 村田 友輝 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（自然科学系（農学部）） 
准教授 佐藤 努 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（自然科学系（農学部）） 
助 教 金古 堅太郎 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（農学部） 
技術職員 中島 真美 

ケミカルバイオロジー共用ユニット

（共用設備基盤センター） 
特任専門職員 上野 悠一 

機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

共用設備基盤センター 
専任教員（機器分析部門担当） 

准教授 古川 貢 

共用設備基盤センター 
専任教員（機器分析部門担当） 

特任助教 周 麗 
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○ 共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元素管理委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第３号 

理学部 准教授 大坪 隆 

医学部医学科 教 授 成田 一衛 

医学部保健学科 助 教 早川 岳英 

歯学部 准教授 天谷 吉宏 

工学部 准教授 狩野 直樹 

農学部 助 教 上田 大次郎 

大学院自然科学研究科 教 授 伊藤 紀美子 

脳研究所 特任助教 中村 ゆきみ 

医歯学総合病院 
副診療放射線 

技師長 
羽田野 政義 

危機管理本部環境安全推進室 

第４号 
放射性同位元素部門放射線取扱

主任者 
准教授 泉川 卓司 

第５号 
その他委員会が安全管理を円滑

に行うために必要と認めた者 
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○ 共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位元素管理委員会

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第３号 

五十嵐 RI 施設の主任者 准教授 大坪 隆 

五十嵐 RI 施設の主任者の代理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第４号 

理学部の取扱責任者 准教授 大坪 隆 

工学部の取扱責任者 准教授 狩野 直樹 

農学部の取扱責任者 教 授 大竹 憲邦 

大学院自然科学研究科の 

取扱責任者 
准教授 佐藤 努 

第５号 安全管理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第６号 その他委員長が必要と認めた者 
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Ⅱ センターの事業報告 

１． センター事業日誌 

年 月 日 事 業 内 容 

2019 年 

4 月 26 日 第３回先端共用委員会 

5 月 28 日 第１０回共用設備基盤センター運営委員会 

6 月 25 日 第１７回研究設備全学共用化推進専門委員会 

8 月 2 日 第５回共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元

素管理委員会 

第５回共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位

元素管理委員会 

8 月 22 日 第１１回共用設備基盤センター運営委員会 

8 月 29 日 第４回先端共用委員会 

10 月 8 日 第３回 共用設備基盤センターシンポジウム 

～フローサイトメトリー、放射線を用いた先端生命科学研究～ 

12 月 3 日 第５回先端共用委員会 

2020 年 

3 月 4 日 第６回共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI 施設放射性同位元

素管理委員会 

第６回共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI 施設放射性同位

元素管理委員会 

3 月 11 日 第１８回研究設備全学共用化推進専門委員会 

3 月 17 日 第１２回共用設備基盤センター運営委員会 
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2．シンポジウム報告 

2019 年 10 月 8 日（火）13：00 より旭町キャンパス統合脳機能研究センター中田記念ホールにて、

「第３回 共用設備基盤センターシンポジウム～フローサイトメトリー、放射線を用いた先端生命科

学研究～」を開催しました。今回のシンポジウムでは、機器分析関連ではフローサイトメトリーをテ

ーマとして、また、放射線関連では放射線生物学の基礎研究とＲＩを用いた生合成解析への応用研究

について、４名の講師(学外２名，学内２名)をお招きして先端研究を紹介していただきました。当日

のプログラムを以下に示します。 

第３回共用設備基盤センターシンポジウムプログラム 

開会挨拶 高橋均理事（共用設備基盤センターセンター長） 

「CCRF の紹介」 13:05～13:30 

村上幸弘  (新潟大学 CCRF 設備戦略企画室 マネージャー) 

泉川卓司 (新潟大学 CCRF 放射性同位元素部門 准教授) 

古川貢 (新潟大学 CCRF 機器分析部門 准教授) 

講演１．１３：３０ ～ １４：００  (座長 伊藤紀美子先生)  

佐藤 努 先生 （新潟大学 農学部 応用生物化学科 准教授) 

「テルペノイド生合成の解析と利用」 

天然物はホルモンやフェロモン等して生物体内・間で機能し、またヒトに有用な薬剤・香料・機

能性食品等として利用されている。天然物の中で最も種類が多いテルペノイドを研究対象として

生合成を解析することにより、新規性の高い酵素や経路の発見や、さらに、それらの希少・新規

天然物の生産への応用など、これまでの成果や現在進行中の取り組みについて、RI や分析機器

の利用例を含めてご紹介して頂いた。

講演講演２．１４：１０ ～ １４：４０  (座長 藤井雅寛先生) 

石黒 竜也 先生 （新潟大学 医歯学総合病院 産科婦人科 助教） 

「in vitro 培養系を通じた婦人科悪性腫瘍がん幹細胞の特性解明」 

卵巣がん，子宮体がんに代表される婦人科悪性腫瘍はいまだ予後不良な悪性疾患であり，新たな治

療法の開発が望まれている。がんの全体の挙動を司り，治療抵抗性に寄与する“がん幹細胞”の存

在が明らかになり，“がん幹細胞”を標的とした新たな治療戦略が模索されている。婦人科悪性腫

瘍患者より提供された腫瘍検体から培養した“がん幹細胞” の特徴的な性質の解明を目指して行

われたこれまでの研究成果と FACS の有用性についてお話し頂いた。 

講演３．１４：５０ ～ １５：５０ (座長 増子正義先生) 
岩間 厚志 先生 (東京大学 医科学研究所 幹細胞治療研究センター 教授) 
「ポリコーム群複合体による造血幹細胞のエピジェネティック制御」

ポリコーム群複合体は、ヒストン蛋白の化学的修飾を介して遺伝子発現を抑制的に制御し、細胞

特異的な遺伝子発現の確立・維持に重要な役割を担う。本シンポジウムでは、ポリコーム群複合

体による造血幹細胞の分化制御と、その機能破綻がどの様に造血器腫瘍の発症に関与するのかに

ついてお話し頂いた。
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講演４．１６：００ ～ １７：００ （座長 笹本龍太先生）

松本 義久 先生 （東京工業大学 科学技術創成研究院 先導原子力研究所 准教授）

「The End is the Beginning - DNA 二重鎖切断の認識・修復の分子生物学と医学」 
DNA 二重鎖切断は放射線によって生じるさまざまな DNA 損傷の中で最も重篤な損傷で、がん

治療効果の鍵を握ると考えられている。また、DNA 二重鎖切断は DNA 複製や酸化ストレスな

どによって絶えず生じており、さらに、免疫系では抗体遺伝子を作る過程で意図的に作られてい

る。DNA 依存性プロテインキナーゼ(DNA-PK)を中心とした DNA 二重鎖切断の認識、修復の分

子機構研究の現状と、疾患との関わりやがん治療応用への展望についてお話し頂いた。

閉会挨拶 竹林浩秀教授（共用設備基盤センター副センター長） 

写真 1（開催挨拶 高橋センター長） 写真 2（集合写真） 

今回のシンポジウムでは共用設備基盤センター、大学院医歯学総合研究科、医歯学総合病院、医学

部保健学科、理学部、農学部、学外からの参加者も含め、53 名の参加者がありました。また、講演

内容に対して出席者からの活発な質疑応答があり、熱気のこもった充実した会となりました。ご協力，

ご参加頂いた皆様に心から感謝申し上げます。

共用設備基盤センターシンポジウムは、令和 2 年度は中止と致しますが、来年からは従来通り年１

回のペースで開催したいと考えております。もし取り上げて欲しいテーマがありましたら共用設備基

盤センター 設備戦略企画室(support_ccrf@cc.niigata-u.ac.jp)までご連絡下さい。 
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Ⅲ 活動報告 

１．設備戦略企画室

設備戦略企画室は、共用設備基盤センターが実施する研究設備全学共用化促進事業を円滑に進める

ことを目的として設置された部署であり、本年度は同事業に密接に関連する、1) 研究設備マスター

プランアンケートの改定と実施、2) 平成 30 年度に採択された文部科学省の先端研究基盤共用促進事

業（新たな共用システム導入支援プログラム）を中心に報告する。 

1）研究設備マスタープランアンケート

令和元年度第 3 回の研究設備マスタープランアンケートを実施し、実施内容の概要と個人アンケー

ト（表 1）と、施設・部局アンケート（表 2）の結果である要望設備のランキングを共用設備基盤セ

ンターのホームページ（1）で公表した。平成 29 年度の個人アンケートで 1 位となった研究設備（セル

ソーター（Beckton Dickinson 社 Aria III）は、設備マスタープランアンケートにより購入が決定し

た記念すべき最初の研究設備として令和元年 9 月に導入され、同年 11 月から共用設備として運用が

スタートした。
表1 令和元年度 研究設備マスタープラン個⼈アンケート Top20（抜粋）

1
顕微鏡分析
(レーザー顕微鏡）

共焦点顕微鏡LSM 980 with airyscan 2 /LSM880 with Airyscan Zeiss 50,000

2
質量分析
(その他)

⾼分解能質量分析計⼀式 ThermoFisherまたはBruker 80,000

3 X線分析 ⾼輝度・２波⻑単結晶Ｘ線構造解析装置⼀式 リガク 63,000

4 フローサイトメトリー BD FACSCelestaTM フローサイトメーター Beckton-Dickinson 30,000

5
顕微鏡分析
(電顕）

球⾯収差補正⾛査透過型電⼦顕微鏡⼀式 FEIまたはJEOL 300,000

6 物理特性分析 物理特性測定装置PPMS カンタムデザイン 100,000

7 MRI解析  3T磁気共鳴システム1式 GE 300,000

8 その他 スーパーコンピュータ 富⼠通 -

9
質量分析
（LC-MS)

Q-Exactive LC-MS/MSシステム⼀式 Thermo 98,280

10 フローサイトメトリー FACS Liric フローサイトメーター Beckton-Dickinson 18,000

11 表⾯分析 波⻑分散型電⼦プローブマイクロアナライザーJXA8230 ⽇本電⼦ 60,000

12
質量分析
(LC-MS)

網羅的タンパク質構造解析システム（timsTOF pro⼀式） Bruker 120,000

13 分光分析 円⼆⾊性分散型装置⼀式 ⽇本分光 23,000

14
顕微鏡分析
(電顕）

⾛査型電⼦顕微鏡システム（EDX付） ⽇⽴ 50,000

15
質量分析
(LC-MS)

⾼速液体クロマトグラフ質量分析計ＬＣ-ＭＳ-8060 島津 60,000

16 ゲノム解析 次世代シーケンサーNextSeq 550システム イルミナ 12,000

17
顕微鏡分析
(レーザー顕微鏡）

超解像顕微鏡SpinSR10 オリンパス 61,900

18 MRI解析 研究⽤ 3テスラMRI Simens 300,000

19
顕微鏡分析
(電顕）

JSM-IT100LA ⽇本電⼦ 25,000

20 顕微鏡分析
周辺機器

バーチャルスライドシステム オリンパス 10,000

*ランク(8)スーパーコンピューターは、⼊札情報に抵触するため⾒積⾦額⾮公表

定価（千円）ランク 設備グループ 設備名 メーカー
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平成 29 年度より「設備マスタープランアンケート調査」を開始して 3 年が経過し、研究設備の需

要に関する情報を得ることはできるようになった。戦略的設備導入を確実にできるように改正する時

期であった。資金調達も含めた確実性のある、戦略的な設備導入を実現することを目標に、アンケー

ト調査の見直しを図った。具体的には、①研究者個人アンケートは平成 30 年度まで毎年実施してい

たが、設備導入の実効性を高めるため本年度（令和元年度）より 3年に一度とし、また、実施時期を

中期目標・中期計画の初年度及び中間年度とし、研究設備マスタープランを更新することとした。②

アンケート結果の有効期限を 3 年間とし、その有効期間での設備導入目標は、アンケート上位 3 設備

とする等である。施設・部局アンケートに関しては、研究者個人アンケートでは対象とはなりにくい

研究設備で、施設・部局の研究戦略上必要な設備、共用施設の運営に必要な設備、法令に基づき整備

すべき設備を対象としている。施設・部局アンケートは毎年実施し、マスタープラン更新を行うアン

ケートの概要については公表しているので、詳細はホームページを参照されたい。

共用設備基盤センターでは、研究設備マスタープランアンケートで上位にランキングされた研究設

備を購入する財源の確保に工夫を重ねてきた。共用設備の予約・課金を一元管理するオンラインシス

テム（OFaRS）の効率的運用、共用設備数の増加、利用者数の増加、稼働率の増加など、共用システ

ムを活用した利用料金収入の拡大、設備維持費のインセンティブ予算化による効率的な運用、大型汎

用設備の集約化による効率的管理、設備マスタープランのアンケート提案者による部分的な負担、文

部科学省の先端研究基盤共用促進事業の新たなプログラムへの応募などである。いずれも「共用」と

「共助分担」」がキーワードになり、研究基盤を維持し大学の研究力を高めていくためには、「研究設

備の共用」の重要性が指摘できる。

設備導入 

平成30年度、設備マスタープランアンケート調査において1位となった下記の設備(セルソーター)

表２　令和元年度 研究設備マスタープラン施設・部局アンケート評価⼀覧

概算要求順位
（研究設備順位）

部局・施設名

設 備 名 ⽣命化学系⾼精度物質解析システム
数 量 1式
設 置 場 所 共⽤設備基盤センター五⼗嵐地区

設 備 名 感染対策対応解剖機器設備⼀式

数 量 1式
設 置 場 所 医学部法医解剖室

設 備 名 3テスラ超⾼磁場磁気共鳴装置（横型）

数 量 1式
設 置 場 所 脳研究所総合研究実験棟1階101　MRICTマグネット室

設 備 名 テーラーメイド医⽤デバイス開発のための統合型⾦属加⼯評価試験装置

数 量 1式
設 置 場 所 共⽤設備基盤センター五⼗嵐地区

設 備 名 ⾼速多光⼦共焦点レーザー顕微鏡システム

数 量 1式
設 置 場 所 総合研究棟（⻭学系）共同研究スペース

設 備 名 超⾼感度・⾼分解能放射線検出・安全検査システム

数 量 1式
設 置 場 所 共⽤設備基盤センター（五⼗嵐地区・旭町地区）

設 備 名 超⾼速時間分解分光装置⼀式

数 量 1式
設 置 場 所 共⽤設備基盤センター五⼗嵐地区

設 備 名 KRATOS ULTRA2，島津製作所

数 量 1式
設 置 場 所 共⽤設備基盤センター五⼗嵐地区

設 備 名 JXA-8230 (5ch)⼀式

数 量 1式
設 置 場 所 共⽤設備基盤センター五⼗嵐地区

5位

6位

7位

8位

9位 理学部

⼯学部⼯学科電⼦情報通信プログラム

⾃然科学系

共⽤設備基盤センター放射性同位元素部⾨
および保健管理・環境安全本部　環境安全推進室

⻭学部　

設備名・数量・設置場所

農学部1位

2位

3位

4位 ⾃然科学研究科

脳研究所　統合脳機能研究センター

医学部・法医解剖室
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を、令和元年 9 月に導入した。 

「日本ベクトン・ディキンソン株式会社 BD FACSAriaⅢ™セルソーター」 

設備詳細：AriaIII は AriaⅡの基本的な機能を揃った上に、355nm, 405nm, 488nm, 561nm, 633nm レ

ーザーを備え、single cell sorting 機能が搭載され、全装置とも ワークステーションと解析ソフト

ウェア(FLOWJO)を完備している 。さらに、Automated Cell Deposition Unit (ACDU)が搭載され、各

種プレートもしくはスライドグラスに目的細胞集団をソーティングすることができる。プレートとし

ては 6well、24well、48well、96well、384well が可能である。

また、導入原資として、学長裁量経費の他に研究者自身が利用したい設備に出資できる「設備ファ

ンド」(後述)という仕組みを導入した。設備マスタープランアンケート調査結果が、設備導入に結び

ついた最初の事例である。「設備マスタープランアンケート調査」は学内研究者の声を集計した結果

である。このような事例ができると、「設備マスタープランアンケート調査」の意義が大きくなり、

新潟大学の文化として根付くことが期待できる。令和元年度のマスタープラン結果1位はNMRであり、

現在財源を調整中である。

設備ファンドの導入 

センターで取り扱う大・中型共用設備は、およそ数千万円程度の設備が主であり、気軽に導入できず、

設備概算要求などの事業予算、もしくは、学内経費にて導入するのが一般的である。しかしながら、

設備概算要求予算は全国的にほとんど計上されることがなくなり、大学運営費交付金の減少に伴い設

備導入財源が減少しているのが現状である。研究を円滑に運用していくために研究設備は不可欠であ

る。そこで、研究者の持っている研究費を合算し、学内費用と合わせて研究設備導入費用の一部とす

ることとした。「設備マスタープランアンケート調査」の上位設備で、導入が決まった設備に対して、

共用設備基盤センターが中心になって研究者から出資者を募り設備を導入する財源として、研究者自

身が出資する仕組みを導入した。出資者には、出資金に応じた導入設備における無料利用期間を設け

る等のメリットを享受できる仕組みとした。上記のセルソーター導入時に、上記の制度を実行し、合

計 15 名の研究者による出資金を募ることができた。

共用設備集約拠点設置計画 

1．五十嵐ラボの設置

分散された大型設備・機器を集約化することにより、研究活動推進を促進させる目的で、五十嵐キ

ャンパス環境・エネルギー棟 3 階に五十嵐ラボ（総計 500 ㎡）を設置した。(図１，2)309 室に 2 台の

X 線解析装置(①ブルカージャパン株式会社 D2PHASER ②株式会社リガク Xtalab mini)と、304 室

に 4 台の質量分析装置(①サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社 Q Exactive ②サー

モフィッシャーサイエンティフィック株式会社 LTQ Orbitrap XL  ③日本電子株式会社

JMS-T100LP ④ブルカージャパン株式会社 AutoflexIII)と、元素分析装置(株式会社ジェイ・サイ

エンス・ラボ JM10）の移設・集約した。311 室には、設備戦略企画室の職員および五十嵐キャンパ

ス勤務の機器分析部門技術職員の執務室を準備し、同年 11 月より運用開始した。
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図１．五十嵐ラボ平面図 （網掛け部分が五十嵐ラボ専有）     図 2．五十嵐ラボ外観 （環境エネルギー棟３階） 

2． 旭町ラボの改修計画 

分散された共用設備の旭町における集約拠点として、旭町キャンパスの共同研究棟 2 階を旭町ラボ

（総計522.4㎡）の改修工事が、施設概算要求を原資として進めている。(図３)207室に 2台の EPMA(①

株式会社島津製作所 EPMA1610 ②株式会社島津製作所 EPMA1720HT)、210 室に 3 台の FACS(いずれ

も日本ベクトン・ディキンソン株式会社 ①BD FACSAriaⅢ™セルソーター ②BD FACSCalibur™フロ

ーサイトメトリー ③BD FACSAriaⅡ™セルソーター)を集約する予定である。また、209 室には設備戦

略企画室の職員および旭町キャンパス勤務の機器分析部門技術職員の執務室を予定している。改修工

事の終了見込みが令和 2 年 8 月末となっている。 

図３． 旭町ラボ平面図 （工事着手時案） 

2）新たな共用システム導入支援プログラム

先端研究基盤共用促進事業(新たな共用システム導入支援プログラム)として、キャンパスと部局の

枠組みを越えて組織された 3 つの研究組織（オミックス共用ユニット、マテリアルサイエンス共用ユ

ニット、ケミカルバイオロジー共用ユニット）の管理・運用する大・中型研究設備を共用設備とする

ことを提案し、平成 30 年度に採択にされた。本学における実施体制を図４に示す。

「新たな共用システム導入支援プログラム」（2）は、3 年間にわたり事業費が支援され、1) 共用研究設

備の再配置、更新再生、管理システムの構築、2) 共用システムの運用に必要な技術支援員の雇用と

配置、3) 消耗品購入などの保守管理費に充てられる。共用研究設備の更新再生と再配置、技術支援

員の雇用と共用ユニットへの配置、統括部局である共用設備基盤センターが運用するオンライン予約

システム（OFaRS）への共用設備の登録と利用料金制度の策定などの基本的整備に加え、研究設備共
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用のネットワーク化による水平展開（部局、大学、地域の大学・研究機関、地域企業）も重要な課題

である。 

図４．新潟大学における 「新たな共用システム導入支援プログラム」 実施体制 

上記事業内容を円滑に進めるため、先端共用委員会を開催した。 

第 3 回 令和元年 4 月 26 日（金）14：40～ 

場所；五十嵐キャンパス産学地域連携棟 2 階ミーティングルーム 1 

議題 1．令和元年ロードマップについて 

2．消費税増税への対応について 

3．令和元年以降の 3 月分の利用料金取扱いについて 

4．全学共用促進経費の使途について 

5．共有ユニット機器を利用した成果を論文等で公表する場合の利用に関する記載について 

第 4 回 令和元年 8 月 29 日（木）10：15～ 

場所；五十嵐キャンパス総合教育研究棟 D 棟 1 階小会議室 

 旭町キャンパス 歯学部棟 C 棟 2 階小会議室 2 

議題 1．額の確定調査の対応について 

2．技術職員組織化について 

3．シンポジウムの進捗情報 

4．OFaRS の改修について 

第 5 回 令和元年 12 月 3 日（火）13：15～ 

場所；五十嵐キャンパス総合教育研究棟 D 棟 1 階小会議室 

 旭町キャンパス 歯学部棟 C 棟 2 階小会議室 2 

議題 1．コアファシリティ構築支援プログラムについて 

2．OFaRS 検討 WG の設置について 

3．シンポジウムについて 

4．令和 2 年度業務計画書について 

また、令和元年度の毎年恒例の行事として本事業シンポジウムを、令和 2 年 3月 6 日に開催を予定し
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ていた。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、安全に開催することは困難と

判断し、延期にした。 

技術職員の全学組織化の提案 

運営費交付金が減少していく中で、大学として研究・教育水準は現在以上の向上に努めなければな

らない昨今において、教室系技術職員(以後，技術職員)の存在・働きが大学の推進力となり得ると注

目を集めている。現在、技術職員は、各部局で学生実験や研究室・教室での各自の業務を遂行してい

るが、ほとんどの技術職員は、お互いの連携が取れていない状況で、効率的とは言い難い環境である。

また、現在の待遇(3 職階)では、評価も不明確であり実績に見合った評価がなされていない。現状を

打破し、効率的な仕事環境構築および待遇改善を同時に行えば、大学全体の研究環境改革へとつなげ

ることができる。そこで、技術部委員会に「技術職員の全学組織化」を提案し、了承された。令和 2

年度以降、全学組織化をどのように進めていくか技術部委員会専門委員会で議論を進めていくことと

なった。 

新規事業の提案 

令和元年度からの新規事業として、①文部科学省より、「先端研究基盤共用促進事業」研究機器相

互利用ネットワーク導入実証プログラム（SHARE）の募集があった。この事業は、研究設備の遠隔・

半遠隔利用に関する導入支援プログラムで、特に学外からの利用者に対して、利用者自身の移動をす

ることなく共用設備が利用可能とする仕組みの導入が目的である。②経済産業省より、令和元年度補

正予算「地域新成長産業創出促進事業費補助金（地域イノベーション基盤整備事業費）」の募集があ

った。この事業は、公設試・大学等に先端研究設備を導入し、これを地域企業で使用してイノベーシ

ョンを創出出来るように企業人材育成することで、企業支援体制を構築することが目的の事業である。 

上記の 2 事業について提案申請書を提出したものの、残念ながら共に採択には至らなかった。不採択

の理由を分析し、次の申請に活かしていく予定である。 

参考資料 

(1) 研究設備マスタープランアンケート

https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/ccrf/ccrf-planning/cp-masterplan/

（2）先端研究基盤共用促進事業

https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/ccrf/new-shared-system/
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2．機器分析部門 

〔開 催 記 録〕

○ 部門会議

・第 25 回 (平成 31 年 4 月 12 日(金)) 旭町キャンパス 歯学部 A 棟 リフレッシュルーム 
・第 26 回 (令和元年 5 月 10 日(金)) 五十嵐キャンパス産学地域連携推進機構共同研究棟

2 号棟 ミーティングルーム (2 階)
・第 27 回 (令和元年 6 月 14 日(金))   旭町キャンパス旭町 RI 施設 ミーティングルーム(3 階)
・第 28 回 (令和元年 7 月 12 日(金)) 旭町キャンパス 歯学部 A 棟 リフレッシュルーム 
・第 29 回 (令和元年 8 月 9 日(金)) 五十嵐キャンパス産学地域連携推進機構共同研究棟

2 号棟 ミーティングルーム (2 階)
・第 30 回 (令和元年 9 月 13 日(金)) 旭町キャンパス医療人育成センター カンファレンスル

ーム 2 (2 階)
・第 31 回 (令和元年 10 月 11 日(金))  旭町キャンパス 歯学部 A 棟 リフレッシュルーム 
・第 32 回 (令和元年 11 月 15 日(金)) 五十嵐キャンパス 産学地域連携推進機構共同研究棟

2 号棟 セミナー室（1 階） 
・第 33 回 (令和 2 年 1 月 10 日(金)) 旭町キャンパス 歯学部 A 棟 リフレッシュルーム

・第 34 回 (令和 2 年 2 月 14 日(金)) 五十嵐キャンパス 産学地域連携推進機構共同研究棟

2 号棟 セミナー室（1 階） 
・第 35 回 (令和 2 年 3 月 13 日(金)) 旭町キャンパス医療人育成センター セミナールーム１

(2 階)

○ 研究集会・展示会など

・令和元年 6 月 11 日(火)～13 日(木) 11：00～13:00 OLYMPUS 超解像イメージング(SpinSR10)
の機器展示会と説明会 （Olympus）五十嵐キャンパス

・令和元年 11 月 18 日(月)～20 日(水) 9：00～17:00 OLYMPUS 超解像イメージング(SpinSR10)
の機器展示会と説明会 （Olympus）旭町キャンパス

・令和 2 年 2 月 26 日(水)～28 日(金)10：00～17：30 高速共焦点顕微鏡システム Dragonfly の機

器展示会と説明会 (ANDOR WITH NIKON)

〔活 動 記 録〕 

○ 会議出席
・令和元年 8 月 29 日(木)~30 日(金)

2019 年度 機器・分析技術研究会 
（分子科学研究所，岡崎コンファレンスセンター）

・令和元年 10 月 25 日(金) 令和元年度 国立大学法人機器・分析センター協議会総会

（当番校：千葉大学，工学系総合研究棟）
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・令和 2 年 1 月 23 日(木)～24 日(金)
令和元年度 高エネルギー加速器研究機構技術職員シンポジウム

（つくば，高エネルギー加速器研究機構）

・令和 2 年 1 月 30 日(木)～21 日(金)
第 6 回 設備サポートセンター整備事業シンポジウム

（宮崎，宮崎観光ホテル）

・令和 2 年 3 月 24 日(火) 【Web】顕微情報交流会 

○ 会議発表
・令和元年 12 月 9 日(月) 技術者交流発表会 (長岡技科大) 
・令和 2 年 3 月 27 日(金) 【WEB】試料固定方法の実演 （顕微情報交流会） 
・令和 2 年 3 月 6 日(月) 新潟大学新共用シンポジウム    (駅南キャンパス ときめいと) 
・令和 2 年 3 月 9 日(月) 長岡技科大技学イノベーション機器共用ネットワーク成果報告会

(長岡技科大 新講義棟 E 講義室(2 階)) 

○ 講義など
・令和元年 8 月 26 日(月)～8 月 30 日(金) 大型機器分析技術(古川貢，小西博已，八木政

行，木村勇雄，大島勇人，三ツ井敏明，金古堅太郎) 

○ 研修など
・令和元年 8 月 06 日(火) FT-IR セミナー  (主催：サーモフィッシャー) 

・令和元年 9 月 04 日(水)～9 月 06 日(金) JASIS 2019     (幕張メッセ国際展示場) 
・令和元年 9 月 12 日(木) 再エネ×テクノブリッジ     (主催：産業技術総合研究所 他) 

・令和元年 10 月 3 日(木) NMR ユーザーズミーティング (主催：Bruker) 
・令和 2 年 1 月 30 日(木) 宮崎大学設備サポートセンター事業シンポジウム  (宮崎観光ホテル)

[X 線回折利用者講習会] 

１．平成 31 月 15 日(月) 14：00～15：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

２．平成 31 年 4 月 15 日(月) 15：00～16：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

３．平成 31 年 4 月 15 日(月) 16：00～17：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

５．平成 31 年 4 月 16 日(火) 15：00～16：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

６．平成 31 年 4 月 16 日(火) 16：00～17：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

７．平成 31 年 4 月 17 日(水) 14：00～15：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

４．平成 31 年 4 月 16 日(火) 14：00～15：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

８．平成 31 年 4 月 17 日(水) 15：00～16：00 
「卓上型粉末 XRD 装置の使用方法」 

 [NMR 利用者講習会] 

１．平成 31 年 4 月 15 日(月) 9：00～10：30 
「NMR 装置の使用方法」 

２．平成 31 年 4 月 15 日(月) 10：30～12：00 
「NMR 装置の使用方法」 

３．平成 31 年 4 月 16 日(火) 10：30～12：00 
「NMR 装置の使用方法」 

４．平成 31 年 4 月 17 日(水) 9：00～10：30 
「NMR 装置の使用方法」 

５．平成 31 年 4 月 18 日(木) 9：00～10：30 
「NMR 装置の使用方法」 

６．令和元年 5 月 9 日(木) 14：00～15：30 
「NMR 装置の使用方法」  
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 [EPMA 利用者講習会] 

１．令和元年 5 月 28 日(火) 11：00～12：00 
「SEM 試料の前処理と観察」 

２．令和元年 6 月 19 日(水) 11：00～12：30 
「SEM 試料の前処理と観察」 

３．令和元年 6 月 26 日(水)～27 日(木) 
「EPMA 分析試料の前処理と観察、デ

ータ解析」

４． 令和元年 7 月 17 日(水) 15：00～16：30 

「SEM 試料の前処理と観察」 
５． 令和元年 7 月 24 日(木) 11：30～13：00 

「SEM 試料の前処理と観察」 
６． 令和元年 10 月 9 日(水) 13：00～14：00 

「SEM 試料の前処理と観察」 
７． 令和元年 11 月 20 日(水)11：00～12：00 

「SEM 試料の前処理と観察」 

[FACSAria3 利用者講習会] 

１．令和元年 9 月 27 日(木)~28 日(金) 9：30
～17：00 

「FACSAriaⅢ講習会」 
２．令和元年 10 月 23 日(水)~24 日(木) 9：30
～17：00 

「FACSAriaⅢ講習会」 
３．令和元年 11 月 7 日(木)~8 日(金) 9：30～

17：00 
「FACSAriaⅢ講習会」 

 [各種説明会] 

１．令和元年 6 月 26 日(水)13：30～14：30 
「ICELL8 cx Single cell System を用

いたシングルセル RNA-seq」 
２．令和元年 10 月 1 日(火)17：00～18：00 

「 Nikon 超 解 像 顕 微 鏡 N-SIM 
S/N-STORM インハウスセミナー」 

３．令和元年 11 月 11 日(月)18：00～19：00 
「OLYMPUS 超解像イメージングセミナー」 
４．令和 2 年 2 月 18 日（木）17：00～ 
「高速共焦点顕微鏡システム Dragonfly セミ

ナー」
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〔機 器 利 用 状 況〕 

機器
2019 年 4 月－2020 年 3 月 

延べ使用人数 (人) 延べ使用時間 (時間) *1 分析相談件数 (件) *2 依頼分析件数 (件)

D2 Phaser 506 920 1(0) 0 

EPMA-1610 167 3595 4(5) 135(32)

RINT2100/PC 27 95 0 0

LTQ Orbitrap XL 62 108 8(4) 10(3) 

ITQ700-NR 66 59 0 0

Exactive-NR 563 367 0 0

JM10 9 45 2 0

赤外分光光度計 58 39 0 0

400-MR 2269 526 0 1(1) 

NMR  

System700 
1182 776 2(0) 0

Avance III HD 

400 NanoBay 
4862 1367 1(0) 1(1)

FACS Aria3 14 275 2(0) 0(0) 

*1 括弧内は，学外からの分析相談件数．

*2 括弧内は，学外からの依頼分析件数．
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３．放射性同位元素部門 

本学では、多くの教員・学生がＲＩや放射線を利用して研究を実施しているが、本学における

ＲＩ教育・研究の円滑な推進およびＲＩに係る安全管理の中心的役割担うことを目的として本部

門は設置されている。本部門の最も重要な業務は、放射線施設の管理運営、放射線研究機器を教

育研究に供すること、および、放射線業務従事者の管理にある。 

本部門は旭町ＲＩ施設と五十嵐ＲＩ施設の２施設からなり、それぞれ旧アイソトープ総合セン

ターおよび旧自然科学系附置ＲＩセンターを承継した施設である。両施設ともそれぞれの地区に

おけるＲＩ研究および放射線安全管理の拠点として活用されている。 

また、平成 29 年の放射線障害防止法の大幅な改正にともない、大学規則のひとつである放射

線障害予防規程の改正法への適応が求められることとなった。このため平成 29 年度以降各ＲＩ

施設の主任者を中心として放射性同位元素委員会等にて繰り返し審議を行い、令和元年 8 月に改

正した予防規程を原子力規制委員会に提出した。新しい予防規程ではマネジメント層を含む職

務・組織の明確化、危険時の情報提供、継続的な業務の改善を行う体制の構築などが盛り込まれ

た。 

（１）放射線取扱者に対する全学教育訓練

ＲＩ教育訓練は、平成 7年度より放射性同位元素部門旭町ＲＩ施設（旧アイソトープ総合セン

ター）が中心となり企画・実施をしている。この講習会は法令に基づくもので、放射線を用いた

研究を実施する者全てに受講させねばならないものとなっている。本学の放射線施設利用者だけ

でなく、他大学等の放射線施設を利用する本学の研究者・学生に対しても実施する必要がある。

近年、大型の放射線研究機器を備えた全国共同利用施設等の利用も進んでおり、本学の研究活動

を支える重要な業務の一つである。 

【放射線取扱者に対する教育訓練講習会 受講者数 （令和元年度）】 

新規教育訓練受講者 199 名

再教育訓練受講者 318 名

合計 517 名

（学部別内訳）

新規 再教育 計 新規 再教育 計 新規 再教育 計 新規 再教育 計

理学部 36 21 57 3 2 5 0 0 0 0 1 1

工学部 19 10 29 1 2 3 0 0 0 3 0 3

農学部 11 10 21 0 0 0 1 1 2 0 0 0

自然科学研究科（理学） 2 50 52 0 10 10 0 0 0 1 0 1

自然科学研究科（工学） 4 24 28 0 1 1 0 0 0 0 0 0

自然科学研究科（農学） 3 12 15 0 3 3 2 0 2 0 0 0

教育学部 0 2 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0

医歯学総合研究科（医学） 3 1 4 3 36 39 2 5 7 6 3 9

医歯学総合研究科（歯学） 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0

脳研究所 0 1 1 0 25 25 0 2 2 0 0 0

保健学科 43 13 56 4 33 37 0 1 1 0 0 0

医歯学総合病院 12 0 12 20 18 38 3 2 5 9 2 11

保健学研究科 1 1 2 1 4 5 0 0 0 1 0 1

研究推進機構 2 7 9 0 6 6 0 3 3 0 0 0

その他 0 0 0 0 1 1 1 1 2 0 0 0

合計 136 152 288 32 145 177 11 15 26 20 6 26

第1回 第２回 第３回 補講
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定期教育訓練は、各部局の協力のもと、五十嵐地区で一回、旭町地区で二回の計三回を実施し

た。このほかに必要に応じて臨時の講習会（補講）を実施した。以下に令和元年度の教育訓練の

受講者数と実施プログラムを示す。 

【定期講習会】 

2019年度 放射線取扱者に対する全学教育訓練プログラム

主催：新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター
放射性同位元素部門 旭町RI施設

１．第１回教育訓練プログラム
五十嵐地区：工学部１０１講義室
2019年４月２０日（土）９：００～１２：００，１３：００～１６：００

9:00-10:00 放射性同位元素と放射線 理学部 後藤 真一
10:00-11:00 放射線の人体に与える影響および

それにともなうＲＩの安全取扱い 医学部 高橋 俊博
11:00-12:00 密封ＲＩの安全取扱い 医学部 早川 岳英
13:00-14:00 非密封ＲＩの安全取扱い 農学部 小柳 充
14:00-15:00 放射線障害の防止に関する法令 工学部 狩野 直樹
15:00-15:30 ＲＩ安全取扱いの手引き ＲＩ部門 泉川 卓司
15:30-16:00 旭町RI施設放射線障害予防規程 ＲＩ部門 後藤 淳

２．第２回教育訓練プログラム
旭町地区：新潟医療人育成センター ４階ホール
2019年５月８日（水）～１０日（金）各日１６：００～１８：００

５月８日（水）
16:00-17:00 放射性同位元素と放射線 ＲＩ部門 平口 和彦
17:00-18:00 密封ＲＩの安全取扱い 医学部 笹本 龍太

５月９日（木）
16:00-17:00 非密封ＲＩの安全取扱い 脳研究所 中村 亨弥
17:00-18:00 放射線障害の防止に関する法令 新潟医療福祉大 吉田 秀義

５月１０日（金）
16:00-17:00 放射線の人体に与える影響および

それにともなうＲＩの安全取扱い 医学部 高橋 俊博
17:00-17:30 ＲＩ安全取扱いの手引き ＲＩ部門 泉川 卓司
17:30-18:00 旭町RI施設放射線障害予防規程 ＲＩ部門 後藤 淳

３．第３回教育訓練プログラム
旭町地区：研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町ＲＩ施設 セミナー室

（旧 アイソトープ総合センター）
2019年１１月１２日（火）～１４日（木）各日１６：００～１８：００

１１月１２日（火）
16:00-17:00 放射性同位元素と放射線 ＲＩ部門 平口 和彦
17:00-18:00 非密封ＲＩの安全取扱い 脳研究所 中村 亨弥

１１月１３日（水）
16:00-17:00 密封ＲＩの安全取扱い 医歯学総合病院 布施 真至
17:00-18:00 放射線の人体に与える影響および

それにともなうＲＩの安全取扱い 医学部 高橋 俊博
１１月１４日（木）

16:00-17:00 放射線障害の防止に関する法令 新潟医療福祉大 吉田 秀義
17:00-17:30 ＲＩ安全取扱いの手引き ＲＩ部門 泉川 卓司
17:30-18:00 旭町RI施設放射線障害予防規程 ＲＩ部門 後藤 淳
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【臨時講習会（補講）】 

実施年月日 区分 会場 

令和元年 6月24日 新規、再教育 旭町ＲＩ施設 

令和元年 6月25日 新規 旭町ＲＩ施設 

令和元年 6月28日 新規、再教育 旭町ＲＩ施設 

令和元年 9月 3日 新規 旭町ＲＩ施設 

令和元年 9月 4日 新規 旭町ＲＩ施設 

令和元年 9月12日 再教育 旭町ＲＩ施設 

令和２年 3月 2日 再教育 旭町ＲＩ施設 

（２）旭町ＲＩ施設

旭町 RI 施設は、平成 5年に全国の国立大学の中で第 13 番目に設置されたアイソトープ総合セ

ンターをその前身としており、設立以降現在に至るまで、本学における RI・放射線の安全管理

の中心的役割を担っている。 

 本学の RI 研究の多様なニーズに応えるため、本施設は多核種・大量の RI を使用できる施設と

して設計・運用されており、RI 標識薬剤による小動物トレーサー実験、遺伝子や蛋白質の解析、

放射線検出器の開発、ガンマ線照射装置による放射線照射研究などに利用されている。平成 30

年度、令和元年度の登録従事者数はそれぞれ 169 名、163 名であった。 

 施設管理運営上特記すべき事としては、平成 11 年度に設置したガンマ線照射装置に装備され

た密封放射性同位元素が自然減衰により大きく数量を減じていることから、令和元年度に原子力

規制庁に対し申請数量の変更（減少）を行った。 

 また、令和 2 年 6 月に新潟大学を実施校として全国国立大学アイソトープ総合センター長会議

の開催準備を進めていたが、今般の新型コロナウイルス影響のため、令和 2 年度の本学での開催

は見送られることとなった。 

（令和元年度） 

【登録従事者数（令和元年度）】 

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医歯学総合研究科

（医） 

薬理学分野 1 

28 

ウイルス学分野 2 

免疫・医動物学分野 3 

血液・内分泌・代謝内科学分野 4 

消化器内科学分野 5 

生活習慣病予防検査医学 1 

機能分子医学講座 2 
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病態栄養学寄附講座 2 

国際感染医学講座 2 

呼吸器感染内科学分野 2 

循環器内科学分野 2 

機能再建医学講座 2 

医歯学総合研究科

（歯） 

口腔生化学分野  1  
4 

口腔解剖学分野  3  

保健学研究科 
放射線技術科学分野  3  

11 
検査技術科学分野  8  

脳研究所 
基礎神経科学部門 

モデル動物開発分野 5 

10 分子神経生物学分野 3 

統合脳機能研究センター 生体磁気共鳴学分野 2 

医歯学総合病院 

生命科学医療センター 輸血・再生医療部門 1 

15  

血液浄化療法部 1 

脳神経外科 1 

消化器内科 1 

循環器内科 4 

小児科 4 

歯科放射線科 1 

皮膚科 1 

魚沼地域医療教育センター 1 

自然科学研究科（理） 

無機物質化学講座 2 

4 物性科学講座  1  

分子細胞科学講座  1  

自然科学研究科（工） 
化学システム工学 5  

6 
電気情報工学 1 

自然科学研究科（農） 分子生命科学 1 1 

研究推進機構 放射性同位元素部門 5  5 

合計 84 

（学生実習） 

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医学部保健学科 
放射線技術科学専攻 2 年生 39 

79 
放射線技術科学専攻 3 年生 40 

合計 79 

Ｒ１年度登録者 合計 163 名 
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【ＲＩ受入量（令和元年度）】 

核種 放射能量 

H-3 185.0 MBq 

C-14 0.37 MBq 

P-32 512.5 MBq 

S-35 180.4 MBq 

合計 878.27 MBq 

【廃棄物引渡量（令和元年度）】 

廃棄物の種類 引渡数量 

可燃物 2 本（50L ドラム缶） 

難燃物 5 本（50L ドラム缶） 

不燃物 2 本（50L ドラム缶） 

有機液体 1 本（25L 容器） 

【実習（令和元年度）】 

令和元年度に旭町ＲＩ施設にて実施された実習等 

放射化学実験 第 2 期 金曜日 3，4限 医学部保健学科放射線技術科学専攻 2 年 

放射線管理学実験（一部の項目）R1.11.7 実施分 医学部保健学科放射線技術科学専攻 3 年 

災害看護論（一部の項目） R1.11.12 実施分 医学部保健学科看護学専攻 4 年（選択） 

【設置機器】 

I 放射線管理機器 

Ａ. 放射線監視システム 

ベータ線水モニター 

ベータ（ガンマ）線ガスモニター 

ヨウ素モニター

ガンマ線水モニター

ガンマ線ガスモニター

ガンマ線エリアモニター

入退管理システム

ハンドフットクロスモニター

ポータブルエリアモニター

B. サーベイメーター

ＧＭサーベイメーター

電離箱サーベイメーター

シンチレーションサーベイメーター
125Ｉ用サーベイメーター

アルファ線サーベイメーター

簡易サーベイメーター

中性子サーベイメーター

Ｃ. 放射線防護機器・教育機器 

ポケット線量計 

電子線量計 

プロテクションシールド 

ＲＩ用エプロン 

ＲＩ用耐火性保管庫 

固体廃棄物容器 

液体廃棄物容器 

標準型鉛容器 

鉛ブロック 

カリフォルニア型フード

遠赤外動物乾燥装置

II 一般理化学機器 

オートラジオグラフィ用遮蔽鉛箱

ガンマ線照射装置 

バイオイメージングアナライザー 

高速液体クロマトグラフ装置 

分光光度計 

微量精製装置 
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凍結切片作成装置 

キュリーメーター

多機能超遠心機

卓上超遠心機

マイクロ冷却遠心機

小型微量遠心機

汎用卓上遠心機

遠心濃縮機

電気泳動装置

ゲル乾燥システム

ゲル撮影キャビネット

UVイルミネーター（312/254nm）

ハイブリダイゼーションオーブン

振とう恒温槽

アルミブロック恒温槽

投げ込み式クーラー

振とう機

自動pH/血液ガス分析装置

クリーンベンチ

オートクレーブ

ＣＯ２インキュベーター

インキュベーター

動物飼育装置

ラボフリーザー

純水製造装置

カートリッジ純水器

アイスメーカー

送風定温乾燥機

PCRサーマルサイクラー

ホールプローブ

pHメーター

生物顕微鏡

倒立型顕微鏡 

実体顕微鏡 

簡易型顕微鏡撮影装置 

超音波ホモジナイザー 

ホモジナイザー

超音波洗浄機

低バックグラウンド液体シンチレーション

オートウェルγシステム

液体シンチレーションカウンター

マイクロチューブミキサー

タッチミキサー

マグネチックスターラー

ペリスタポンプ

ホットプレート

天秤

オシロスコープ

ファンクションジェネレーター

マルチチャンネルアナライザー

マルチパラメーターADC

陽電子消滅寿命測定システム

β線用ＧＭカウンター

NaIシンチレーションディテクター

Ｇｅ半導体検出システム

プラスチックシンチレーション検出器

二重収束型質量分析器

Nd:YAGレーザー・色素レーザー

放射線計測回路

放射線検出器用高圧電源

工作機械

電気炉

真空ポンプ

特殊ガス設備（窒素ガス、圧縮空気、真空） 
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（３）五十嵐ＲＩ施設

放射性同位元素部門五十嵐地区 RI 施設(旧自然科学系附置 RI センター)の平成 31／令和元年度

の登録従事者数は自然科学系を中心に 213 名であった。内訳については表 1 に示す。施設利用申

請は理工農学部合わせてそれぞれ 16 件あり、トレーサー利用、RI を利用した遺伝子と発現解析、

トリチウムを用いた反応解析研究、超アクチノイド元素研究などが行われた。31 年度中の RI 受

入は 10 核種 56.09 MBq であり、RI 譲受は 2 核種 1.24 MBq であった。また廃棄物引渡は可燃物

2 本、難燃物 4 本、有機液体 1 本であった。

表 1  五十嵐 RI施設(旧自然科学系附置 RIセンター) 平成 31年度／令和元年度施

設管理状況 

【登録従事者数（平成 31 年度／令和元年度）】

部局 教職員 学部生 大学院生 その他 合計

教育学部 1 3 0 0 4

農学部 16 10 17 1 44

理学部 24 33 56 1 114

工学部 11 14 24 1 50

その他 1 0 0 0 1

合計 53 60 97 3 213

【RI 受入量】  【RI 譲受量】 

核種 放射能量 核種 放射能量

14C 11.11 MBq  88Zr 0.5 MBq
32P 27.75 MBq  175Hf 0.74 MBq
88Zn 3.00 MBq  合計 1.24 MBq
95Nb 4.00 MBq
124Sb 2.00 MBq
137Cs 1.00 MBq
175Hf 3.00 MBq  【廃棄物引渡量】
179Ta 2.00 MBq  廃棄物の種類 引渡数量

202Tl 2.00 MBq  可燃物 2 本（50L ドラム缶）  
203Hg 0.23 MBq  難燃物 4 本（50L ドラム缶）  

合計 56.09 MBq  有機液体 1 本（25L 容器）
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Ⅳ 利用状況 

１．研究紹介 

機器分析部門 

婦人科悪性腫瘍がん幹細胞研究 

新潟大学医歯学総合病院 

総合周産期母子医療センター 助教 石黒竜也

1. はじめに

がん組織中のがん細胞は均一の細胞集団ではなく，性質の異なる不均一ながん細胞の集合体と

してがん組織を構成している。また，がん細胞を取り巻く周囲の支持細胞を含めた多種多様の因

子が，がんの増殖・進展に関与している。これまで腫瘍内のがん細胞の不均一性は，発がん過程

における異なる遺伝子変異などの蓄積により生じる結果として理解されてきた（クローナルエボ

リューションモデル）（図１）1)。しかしがん細胞内には腫瘍形成能を保持しない細胞が存在し，

がん細胞間で腫瘍形成能に差がある事が知られており，がんの進展・増殖・転移には一部のがん

細胞が大きく寄与する事が認知されていた。 
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2. がん幹細胞理論

正常組織においては，組織幹細胞が自己複製能と多分化能（分化した細胞を作り出す能力）を

持ち，組織幹細胞を頂点とした“階層性”が存在する。がんにおいても正常組織に類似した“階

層性”が存在し，“がん幹細胞“が主にがん全体の進展に影響を及ぼすという『がん幹細胞理論』

（図１）が提唱された。1997 年にヒト急性骨髄性白血病の腫瘍幹細胞が単離され 2)，ついで乳が

ん幹細胞 3)，脳腫瘍幹細胞 4)を皮切りに多くの固形腫瘍におけるがん幹細胞の存在が報告されて

きた。その後，がん幹細胞は“腫瘍内に存在し，自己再生能と腫瘍を構成する様々な系統のがん

細胞を生み出す能力を併せ持つ細胞 (a cell within a tumor that possess the capacity to 

self-renew and to cause the heterogenous lineages of cancer cells that comprise the tumor)”

と定義された 5)。このがん幹細胞は“実験的に腫瘍の形成を繰り返す能力を有する細胞”として

立証定義されている。一方で，がん幹細胞ががん全体の中枢を成すとする“がん幹細胞理論”に

対する抵抗から，同性質を持つ細胞が“Tumor-initiating cells”，“Tumor-propagating cells”，

“Cancer stem-like cells”などと呼称される場合もあるが，今回は“がん幹細胞”として統一

して記載することにする。 

 がん幹細胞は，腫瘍形成能とともに，正常幹細胞と同様の自己複製能・分化能を有するが，正

常細胞と異なり不規則な非対象分裂を呈する。またがん幹細胞は化学療法や放射線療法に対する

治療抵抗性を示す細胞としても認識されている。近年では，『クローナルエボリューションモデ

ル』と『がん幹細胞モデル』が相互に交じりあう新たなモデルが提唱されており，複雑な発がん

進展メカニズムの解明が進んでいる（図２）6)。 

図２ クローナルエボリューションモデルとがん幹細胞モデルによる新たながん進展モデル 

（文献(6)より改変） 

3. がん幹細胞研究モデル

がん幹細胞を標的とした研究は多くのアプローチ方法で行われてきている。殊更，我々臨床医

は臨床の性質を保持した細胞を扱い，臨床治療への応用を模索している。特に臨床検体を用いた

研究アプローチでは，免疫不全マウスへの移植による腫瘍形成が最も信頼性の高いがん幹細胞の
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評価方法として認識されている。しかし免疫不全マウスへの移植は生着および腫瘍形成までの過

程における影響や，腫瘍形成まで長期間を要する事，移植マウスの種類による結果の差異などの

問題点がある。この問題の解決のひとつとして，がん幹細胞を濃縮する他の実験手法が用いられ

ている。 

 ひとつは，in vitro における細胞培養方法である。非接着条件下の培養シャーレ上で球状体

のスフェロイド（浮遊培養塊）を形成する方法が広く用いられ (図３)，特に臨床検体を用いた

がん幹細胞研究においては，臨床における性質を保持したがん細胞を安定培養し使用することが

可能であり，多くのがん腫で頻用されてきている。このスフェロイド形成能は，がん幹細胞の性

質のひとつである自己複製能を in vitro において反映するものとして考えられている。実際，

我々も新潟大学医歯学総合病院で手術処置を受けられた患者様よりご提供いただいた臨床がん

検体より，同 3 次元培養法を用いてがん幹細胞性質を持つスフェロイド細胞を樹立し，解析に用

いている 7, 8)。類似の細胞形態を呈する新たな培養方法として，細胞外マトリックスに細胞を包

埋し培養する 3 次元培養法（オルガノイド培養法）が報告され，由来腫瘍の様々な性質を保持す

ること，また細胞生存の安定性から近年広がりを見せている 9)。 

この 3 次元細胞塊は我々産婦人科医や病理診断医の先生方にとっては，馴染みのある細胞形態

である。臨床において，特に腹膜播種の多い卵巣がん症例の腹水中には球状の細胞塊が存在して

おり，腹水中の細胞塊と in vitro における“スフェロイド”細胞は類似の形態を呈している（図

３）。また卵巣がんの腹水中の細胞塊には後述するがん幹細胞特異的マーカーを発現する細胞が

多く含まれる事や腫瘍形成能が高い細胞が多い事が報告されている 10)。我々がこれまでに樹立

した卵巣がんスフェロイド細胞の多くは腹水中のがん細胞に由来していることも，この事実に相

反さない結果である 7)。

図 3 卵巣がんにおける腹水中のがん細胞と卵巣がん臨床検体由来のスフェロイド細胞 

 ふたつめの方法として，がん幹細胞特異的マーカーによる濃縮法がある。多くのがん腫では

CD44 や CD133 などの有名な表面抗原マーカーや，アルデヒド脱水素酵素（ALDH）活性などを用

いて，がん幹細胞を濃縮している。この過程において，がん幹細胞の単離にセルソーターは必須

である。我々は卵巣がんおよび子宮体がんのがん幹細胞マーカーとして ALDH が有用であること

を報告した（図 4）7, 11)。 
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図４ ALDH 活性を指標とした子宮体がん幹細胞の単離（セルソーターFACS Aria II 使用） 

（文献(11)より改変） 

しかし同じがん腫においても，異なるがん幹細胞マーカーの報告があり，一定の見解が得られ

ていない事が少なくない。実際，CD4412)，CD13313)などが卵巣がん幹細胞マーカーとして挙げら

れており，我々の結果との解離がある。これは単に培養条件や使用細胞などの実験系の差異に起

因する結果である可能性もあるが，上述のクローナルエボリューションモデルにおけるがん組織

内の不均一性から生じた異なる性質のがん幹細胞の存在を意味しているとも考えられる。 

4. がん幹細胞を標的とした治療と個別化医療への発展の期待

がん幹細胞特異的マーカーは単にがん幹細胞の濃縮マーカーとしての意義だけでなく，機能的

な意義を兼ね備えている事が報告されてきている。我々はがん幹細胞マーカーの ALDH 活性を抑

制することで，卵巣がん・子宮体がんスフェロイド細胞の増殖や腫瘍形成の抑制につながること

を確認した 7, 11) 。この結果は，がん幹細胞を標的とした治療への発展を期待させる。 

がん幹細胞を標的とした治療戦略としては，①Wnt 経路や Notch 経路などのがん幹細胞の重

要なシグナル経路の遮断，②上述のがん幹細胞特異的表面マーカーを標的とした抗体薬物複合体

（antibody-drug conjugate）による治療，③LSD1，HDAC などのエピゲノム制御因子に焦点を当

てた治療，④休止期がん幹細胞を標的とした治療などが挙げられる 14)。我々は子宮体がん幹細

胞において糖の取り込みが亢進しており，糖輸送体の抑制により腫瘍形成を抑制することを見出

し，今後の臨床治療への応用が期待される 11)。一方で，いずれの治療戦略においても，がん幹

細胞に特異性が高く，正常細胞への影響が少ない治療法が効率よく作用する条件となり，有効な

薬理効果を導く投与法が求められる。 

生体内のひとつのがん組織において，がん細胞の不均一性が存在するが，原発腫瘍と転移腫瘍
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における差異も存在する。加えて，当然ながら個体（患者）間の不均一性も認識しなければなら

ない 15, 16)。がん幹細胞を標的とした画期的な治療法を，各症例・各腫瘍に応じた個別化医療へ

発展させていく必要性が求められる。 

5. 終わりに

今回，がん幹細胞の総説を交え，我々の研究の一部を紹介させていただきました。がん幹細胞

は，その詳細は未だ研究段階である事が多く，がん幹細胞の性質解明と同細胞を標的とした治療

を含めた新たな治療戦略の発展が期待されています。 

今後もセルソーターFACS Aria を含め，共用研究機器を使用させていただきます。他分野の先

生方からも貴重なご意見をいただき，研究の発展に寄与できるよう精進いたします。今後ともご

指導ご鞭撻の程，何卒よろしくお願い申し上げます。 
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放射性同位元素部門 

カルシウム同位体で見つかった異常な核半径増大現象

理学部 大坪 隆 

原子における電子の殻構造の秩序だった配位ルールと同じように原子核においても殻構造が存

在し、原子核構成粒子である陽子および中性子(これらを合わせて核子と呼ぶ)もルールに従って

殻に詰まっている。殻が完全に埋まったときの数を魔法数と呼び、原子での希ガスと同様に、魔

法数を持つ原子核は極めて安定な「硬い」構造を持つ。原子核の安定性を理解するうえでこの魔

法数は極めて重要な研究対象となっている。

原子核の大きさつまり核半径は原子核の基本的物理量の一つで、魔法数をはじめ原子核の様々な

性質を調べるための重要なプローブである。これまでの安定な原子核に対する系統的研究から核

半径は質量数 A (=陽子数 Z + 中性子数 N)の 1/3 乗に比例することがわかっており、核内で陽子と

中性子は同じように分布すると理解されてきた。一方、近年の測定装置技術の発展及び不安定核

(RI)ビームを用いた研究が進むと、中性子と陽子の比が大きく異なる、安定核領域から離れた不

安定核領域においては、これまでの常識ではなかった様々な現象が発見された。そのようなもの

には、核半径が異常に増大するハロー構造や原子核表面に中性子のみ存在する領域が生じる中性

子スキン構造などがある。原子核の大きさについては電荷分布に関わる荷電半径と物質分布に関

わる核物質半径があり、前者は原子核内の陽子分布を、後者は核子分布をそれぞれ反映している。

近年、荷電半径測定による原子核の大きさの系統的研究が魔法数近傍核を中心に進められている。 

最近、陽子数 Z = 20、中性子数 N = 28 のともに魔法数である二重魔法数核 48Ca 近傍について原

子核の大きさが注目されている。A = 52 までの Ca 同位体について荷電半径の系統的研究が 2016

年に行われ、二重魔法数核 48Ca から中性子数が増えると荷電半径が急激に大きくなることが判

明した 1)。この荷電半径の増大はこれまでの理論計算では説明できておらず、この異常な荷電半

径の増大メカニズムを解明するため、さらなる荷電半径の系統的研究が別の魔法数近傍核でも進

められている。また理論計算についても様々なアプローチが試みられている。一方、核物質半径

については 48Ca より中性子過剰の Ca 同位体についてはこれまで測定されておらず、中性子増加

に対する中性子核内分布に関する情報はこれまで得られていない。そこで我々の研空グループは

48Ca から中性子過剰側領域で起こる荷電半径の異常増大現象を解明するため、核物質半径の系統

的測定を行った。

今回、新潟大学を含む、理化学研究所、大阪大学、埼玉大学、東京都市大学などからなる国際共

同研究グループは二重魔法数核 48Ca を含めて A = 42 から 51 までの Ca 同位体の核物質半径を初

めて測定した 2)。48Ca より質量数の大きい中性子過剰 Ca 同位体核は全て不安定核でその核物質
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半径測定は一般には困難である。そこで核物質半径と直接関係する物理量の核反応の相互作用断

面積Iを測定することで核物質半径を求めた。この測定手法では、測定対象核をビームとして用

い、標的核に入射させて反応率を調べるもので、生成が困難な不安定核にも適用可能な手法であ

る。

実験は理化学研究所の重イオン加速器施設 RI ビームファクトリー(RIBF)で行った。一核子あた

り 345MeV に加速した 238U ビームをベリリウム(Be)標的に照射し飛行中核分裂(In-flight fission)

反応により 42-51Ca 同位体を生成した。超伝導 RI ビーム生成分離装置 BigRIPS により、同時に生

成した他の核種を分離し、炭素(C)標的へ照射して相互作用断面積を測定した(図 1)。相互作用断

面積は核反応のうち核種が変わった反応の確率を表す量である。これを導出するために、反応標

的前後での粒子識別を行い、入射粒子の減衰率から断面積が得る。標的前の粒子数を N0、標的

後の非反応粒子数を N1とし、標的厚さ(標的内の標的核数) t とすると相互作用断面積Iは次式で

表される。

1
I

0

1
ln

N

t N


 
   

 
 

BigRIPS 第二ステージ内に設置した各種検出器の情報から核種を同定し、標的前後それぞれにつ

いて測定対象核種の個数を求め、Iを得た。

図 1 超伝導 RI ビーム生成分離装置 BigRIPS 第二ステージでの相互作用断面積測定装置群 

BigRIPS の中間焦点面 F5 に 12C 標的を設置し F3,F5,F7 の各焦点面に設置した各種粒子検出器を

用いて、一粒子毎に核種を識別した。図左側の標的上流では入射粒子数を、右側では入射粒子と

同じ核種の非反応粒子数を計数して相互作用断面積を求める。

本実験で得られた相互作用断面積を元に 42-51Ca の核半径を決定した。これはこのエネルギー領

域で良く成り立つ核反応モデルのグラウバー模型を用いて行った。グラウバー模型では、核反応

を入射核と標的核のそれぞれの核内にある核子間の散乱の重ね合わせとするもので、原子核の核

物質密度分布を与え、既知の核子核子散乱断面積から相互作用断面積が計算できる。すなわち実

D3

F3 F7

粒子検出器群

F5
D4 D5

D6

双極電磁石

炭素-1 2  標的

入射粒子数を計数 非反応粒子数を計数

Big RIPS　 第二ステージ（ F3 -F7 ）

~ 45 m
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験値を再現する密度分布求めることで原子核の核物質半径が求められる。このようにして得られ

た核物質半径を既知の荷電変形と共に図 2 に示す。得られた核物質半径は荷電半径と同様に 48Ca

より中性子過剰側で急激に増大していることがわかる。さらにその増加の割合は荷電半径に比べ

て核物質半径の方が 4 倍程度と極めて大きい。これは核物質半径では考慮される核内中性子分布

の広がりが中性子過剰側で陽子に対してさらに広がっていることを示唆する。

図 2 相互作用断面積と核半径の関係と Ca 同位体の核物質及び荷電半径 

(a) 原子核反応に寄与する核力が短距離力のため、入射核と標的核の衝突が起きるのはこれらに

重なりが生じる領域で、原子核を剛体球と仮定すると図の黄色の円内になる。実際の原子核では

表面にぼやけがあり、グラウバー模型では核物質密度分布を用いて重なりから断面積を計算する。 

(b) 今回得られた核物質半径(赤丸)と既知の荷電半径(×印)。通常の原子核の核子数依存性を適用

した値が緑の点線になる。N が 28 を超えると荷電半径、核物質半径ともに増大している。特に

核物質半径の方が増大の割合が大きい。

理論計算結果に基づく中性子増加に対する Ca 同位体の核内陽子及び中性子の分布の変化からは、

48Ca から中性子過剰側では核内中性子の表面分布が急激にぼやけていることが示唆された。48Ca

より軽い Ca 同位体では表面のぼやけが少ない硬い形をしているものが 48Ca より重くなるところ

で表面がふやけたような状態になっていると考えられる。

また、今回得られた核物質半径から荷電半径の寄与を引くことにより、原子核内の中性子分布が

得られる。中性子分布半径から荷電半径から得られる陽子分布半径の差より中性子スキン厚を求

めることが出来た。中性子スキンもまた 48Ca を超えた途端、急激に厚くなっていることがわか

った。これは 48Ca から中性子過剰側で生じている原子核の大きさの急激な増大現象において中

性子の寄与が大きいことを示している。先行研究の荷電半径の増大もまた中性子分布半径増大に

より引き起こされているが考えらえる(図 3)。 
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今回の研究では核物質半径の測定から、先行研究で得られた二重魔法数核 48Ca 近傍で見られる

荷電半径の異常増大現象について、核内中性子が大きな役割を担っており、魔法数近傍領域での

核半径測定もしくは中性子分布の広がりを調べることの重要性が示された。本研究の結果をより

詳細に理解するためにはさらに中性子過剰側の Ca 同位体に対する実験データや理論研究による

議論が待たれる。また、他の魔法数領域の荷電半径についても同様の増大傾向が見られており、

これらの領域での核物質半径及び中性子分布の測定が強く期待されている。

本研究で得られた中性子スキン厚の中性子数過剰に対する依存性の系統的データは原子核構造

研究のみならず、中性子星の構造を解き明かす有力な情報の一つとされており、中性子星が深く

関係する宇宙での重元素合成過程 ( r-process) を解き明かすきっかけになると期待される。また、

ニホニウム(Nh, Z = 113)などの超重元素の人工合成においては、中性子過剰 Ca 同位体ビームを利

用した手法が有望視されており、これらの中性子過剰 Ca 同位体の核構造理解により、超重新元

素合成手法の有効性の検証も進むと考えられる。

図 3  A = 48 を超えた領域における核内中性子分布の変化の模式図 
48Ca に中性子を加えていくと、硬い 48Ca の芯が徐々に膨れていき、特に中性子は外に広がって

いき、あたかもふやける如く薄く外側に浸みだしていく。核内陽子も中性子に引っ張られて同様

に外側へ広がっていく。但しその変化の度合いは中性子と比べると小さくなっている。
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